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越えるよ！ナノマシン

問題です。
どうしたら
脳に運べる
でしょうか。

ヒントは
「脳の大好物」

です。

脳の大好物、それは「ブドウ糖」。
大好物をナノマシンにくっつけて運ぶと、

薬もバリアを越えられます。

＋ ＝

脳には、血液脳関門というバリアがあり、
異物が入らないよう守ってくれています。
つまり、お薬を運ぶことも難しい…  　　

血管
出られないよ～

何でだろう ??

お薬
××

大好物は、ついつい食べてしまうなんて、
まるで私達と同じですね。

バリアを越える！

らくらく～〇〇

第3回市民公開講座
認知症ケアと看民工連携への期待 3月6日（日）開催！

無料
オンライン
開催！

iCONMコラム●5
ア　 イ　 コ　 ン

開催報告

■本記事に関するお問い合わせ
　川崎市産業振興財団ナノ医療イノベーションセンター
　看民工学事務局　E-mail iconm-kmkproject@kawasaki-net.ne.jp　☎044-589-5700

【パネルディスカッションの様子】

　ナノ医療イノベーションセンター（iCONM（アイコン））で開発しているナノマシン。ナ
ノマシンの特技のひとつが、目的の組織への「送達」。いわゆる、荷物の宅配のイメージで
すね。今号では、ナノマシンがどのようにがん細胞だけに薬を届けられるのか、その仕組み
をご紹介します。
　血管には、血管の外の細胞に酸素や栄養素を取り込むための穴（隙間）が空いています。
正常な細胞近くの血管の隙間はとても小さいのですが、がん細胞は分裂や増殖を急激に行
うため、たくさんの栄養が必要なことから、血管に通常よりも大きな隙間を空けて、栄養を
取り込もうとします。
　一般的に、抗がん剤はとても小さいため、そのまま体に入れるとがん細胞だけでなく、正
常な細胞にも届いてしまいます。とてもよく効く抗がん剤も、正常な細胞にとってはダメー
ジを与えてしまいます。これが、抗がん剤治療における副作用です。
　どうすればがん細胞だけに届けられるでしょうか？私たちは、血管の隙間の大きさの違い
を利用しています。そのままでは小さい抗がん剤でも、ナノマシンに包めば、大きくすること
ができます。つまり、がん細胞近くの血管の隙間を通り抜けられて、正常な細胞近くの血管
の隙間は通れないくらいの大きさにすれば、がん細胞だけに抗がん剤を届けることができる
のです。この「抗がん剤搭載ナノマシン」を利用することで、正常な細胞を守れることから、
副作用を抑えることができます。がんにだけ届くことで、お薬を効果的に使うことができ、
医療費の削減にも繋がります。
　またこの仕組みを応用し、患部だけにナノマシンを届けて、超音波などの物理エネルギー
を利用し、メスを使わずに患部を切除する「ケミカルサージェリー」についても研究を進め
ています。（最近テレビドラマでも話題になりました。）
　抗がん剤搭載ナノマシンについては、いくつかの研究成果が連携先の企業等によって臨
床試験に進んでいます。皆さんに早く届けられるよう、これからも頑張っていきます！

　菱山 豊先生（徳島大学副学長）の講演では、高齢者ケアのみな
らず若い世代の健康を守ることの必要性を学びました。また、荒
木田美香子先生（川崎市立看護大学・副学長予定者）からは、看
護業務や看護師の分類についてのお話に続き、看護職におけるニ
ーズについてご紹介がありました。続いて登壇した鈴木 毅・当財
団専務理事からは、財団が行う中小企業やベンチャー、スタート
アップの支援についてご紹介させて頂き、看民工学に基づく事業
設立を奨励しました。
　福祉産業や介護産業と比べてハードルが高いとされる看護領域
の産業化においては、看護領域から荒木田先生に加えて、八木美
智子先生（川崎市看護協会副会長）が、また排尿ケアが患者の転
倒やベッドからの転落を減らすために重要だという看護師の声を
ベースとして簡易的な膀胱内尿量センサーを商品化した㈱リリア
ム大塚の白﨑 功社長、看護師の声が病院設計に最も重要と言う㈱
日本設計の高橋正泰専任部長、そして菱山先生を加えた5名が登
壇したパネルディスカッションを開催しました。
　膨大で多岐に渡る看護師の職務は「手と目で看る」という「看」
の一字が伝統的に受け継がれており、なかなか工学の力を借りる
という発想が生まれ難いそうです。しかし、それが看護師の重労

働を招き、離職の原因に
もなっているのであれ
ば、今後はもっと他領域
との連携も必要なのでは
ないかということで一同
意見が一致しました。今
後は、企業にも積極的に
参画いただき、また利用
できそうな科学や技術を
持つ大学研究者が評価デ
ータを取る場を設けると
いう意味で、看護職の皆
さまとの共創を推進する
「看民工学勉強会」を立
ち上げる予定です。

＊看民工学：病人を看る「看病」でなく、すべてのステージで人々
を看るという意味の「看民」という新語をあてました。「看民工学」
は現在、商標登録出願中です。 

　2月18日にナノ医療イノベーションセンター
（iCONM）主催で表題のシンポジウムを開催し
ました。総人口に対する高齢者（65歳以上）割
合が40％近くにまでなるとされる近未来におい
て、「すべての人々が病を気にしないで暮らせる
社会」の実現を目指す iCONM では、健康を体
内から見守る「体内病院」に加えて、病人のみ
ならず病前病後の方々も、健常人もケアできる
科学技術（看民工学*）の創出を企画しています。

　65歳以上の人口の割合が全人口の21%を占めると「超高齢社会」と呼ばれます。既に3割
近くを65歳以上で占める日本の人口分布。今後、更に少子高齢化が進み、2045年には約37
％に達すると推定されています。そして高齢化に伴い、2025年には65歳以上の高齢者の約2
割が認知症になるとされ、認知症に対する肉体的、精神的、そして社会的な対策が求められ
ています。今号では、ナノ医療イノベーションセンター（iCONM（アイコン））で開発して
いるナノマシンの、脳へ薬を届ける工夫についてご紹介します。
　認知症や精神疾患など、脳の病気を治療するには、脳の中に薬を届ける必要がありますが、
これまで、脳内に薬を届けることは困難でした。それは、脳と血管との間に「血液脳関門（け
つえきのうかんもん）」というバリアがあるためです。不必要なものが脳内に入らないよう大
切な脳を守る人体の防衛機能なのですが、お薬も体にとっては “異物” のため、そのままでは
バリアに阻まれ、脳内に入り込むことができません。
　どうすればバリアを越えて、脳内へ薬を届けられるでしょうか？私たちは、脳の重要な栄
養源、つまり大好物である「ブドウ糖」（グルコース）を利用しました。薬を包み込んだナノ
マシンの外側にブドウ糖をまとわせると、大好きなブドウ糖を吸収するルートを利用し、脳
はこのナノマシンを取り込んでくれます。つまり、血液脳関門を越えて、脳内に薬を届ける
ことができるのです。脳内に効率よく薬を届けることができるようになると、従来よりも薬
の量を減らせます。脳内へピンポイントに送達できることから、副作用を抑えることとなり、
投与量が減ることで医療費の削減にも繋がります。

　高齢者の2割が罹患するとされる認知症。
中でもアルツハイマー型は若年者でも発症
するものですが、未だ、根本的な治療法はあ
りません。その中で活躍されている認知症
ケアの専門家の皆様に現状と今後の展望を
お伺いします。また、iCONMで進む脳に薬
を運ぶ研究についても紹介します。

14:05～
ごあいさつ
片岡 一則
ナノ医療イノベーションセンター センター長
東京大学 名誉教授
14:15～ 【講演1】
脳に薬を届ける技術が起こす脳疾患治療の
新しい夜明け　戸須 眞理子 氏
株式会社ブレイゾン・セラピューティクス
取締役会長
14:40～ 【講演2】
健康問題を抱えても暮らしやすいまちづくりとは？
例えば認知症になったら　山川 みやえ 先生
大阪大学大学院医学系研究科老年看護学研究室
准教授
15:05～ 【パネルディスカッション】
認知症に優しい社会と看民工連携への期待　　
●荒木田 美香子 先生 川崎市立看護短期大学 教授　　　　　　　※五十音順
●北薗 久雄 先生 川崎市立川崎病院認知症疾患医療センター センター長
●戸須 眞理子 氏 株式会社ブレイゾン・セラピューティクス 取締役会長
●舟田 彰 氏 川崎市立宮前図書館 課長補佐
●山川 みやえ 先生 大阪大学大学院医学系研究科老年看護学研究室 准教授
15:45～【質疑応答】

●日時 令和4年3月6日（日） 14:00～16:00
●場所 Zoomウェビナーによるオンライン開催
●対象 どなたでもご参加いただけます
●申込方法 3月3日（木）までにiCONMホームページ 
 よりお申込みください
 ※ネット環境のない方はお問合わせください
●問い合わせ先 
　ナノ医療イノベーションセンター（iCONM）
　市民公開講座担当　☎044-589-5700　　

主催 後援




